
高校生が実践する防災活動

～活動をいかに支援できるのか

松井市子 （新潟県立新潟高等学校）

防災推進国民大会2025 in 新潟セッションS-15

9月7日10:30-12:00 

朱鷺メッセ 新潟コンベンションホール２F

メインホール（スノーホールA）
防災教育交流フォーラム

～マルチハザード対応の防災教育～



アウトライン

・高校生の防災活動 [NEXUS]の活動について

※初代グループ活動（2020年）から４代目まで

・高校の外国語（英語）教育における防災学習



高校生の探究活動をサポートする専門家とのつなぎ役

【高校の探究活動】

課題設定 ☛ 情報収集 ☛ 整理・分析 ☛ まとめ・発表

※このプロセスに専門家のサポートを！

専門家：社会課題に人生をかけて本気で取り組んでいる大人

新潟県立高校の外国語教員として25年４校目
つなぎ役として



新潟県立津南中等教育学校の防災学習

・高校２年生が2泊3日被災地（石巻、閖上地区など）へ現地視察

・探究活動としてさらに深化させる生徒が・・・

防災を学びたいという生徒が現れた！ ＝ 自分事



NEXUS ＝ つながり

つなげる

知る 備える

【目標】 防災を通して町の人たち・私たちでつながる

行動する

初代 → ２代 → ３代 → ４代

課題設定 ☛ 情報収集 ☛ 整理・分析 ☛ まとめ・発表

伝える



知る

〈生徒の行動〉オンラインセミナー参加

避難訓練＝防災教育？

〈専門家〉新潟大学・新潟地方気象台

防災の知見を生徒へ提供（オンライン）

⇩

生徒の探究活動がブラッシュアップ

【課題】教員も生徒も防災は素人なので
知識が不足していた

初代チーム



生徒の校内発表スライドより

課題意識⇒自助の重要性

生徒は現状の課題を知り
「今やるべきこと」「今できること」を

「今すぐ」スタート



高校生国際シンポジウムポスタに参加生徒の校内発表スライドより

学校や町内、国内外の高校生へ発信

専門家とのつながりを生かして
後輩や教員がその思いを引継ぐ

↓

防災活動が地域へ広がりはじめる！



伝える

小学生への出前授業資料より

小さいときから防災学習を！
自分で身を守れるように！使える知識へ！

先輩からバトンタッチしてNEXUS（つなげる）活動へ！

2代目チーム



新潟県防災局
危機対策課
からの支援

↓

チラシ作成 高校２年生と３年生が協力して準備

大人（県・町）
が動きはじめる



津南町役場・新潟地方気象台・新潟大学

からの支援によって実現

高校生の防災活動によって
津南町の全町民が対象の防災訓練まで発展

（新潟県総合防災訓練）

活動報告を作成

多くの町民が訓練に参加



高校生国際シンポジウム
に応募（論文審査）

↓

スライド発表
部門最優秀賞

↓

数百人に聞いてもらえる

生徒の校内発表の様子

出前授業や全町訓練の意義や成果を校内外や国内外に伝える

支援者との初対面

コロナ禍の
オンライン開催

支援者からの助言



備える

田上町中学生への出前授業資料より

✓ 新潟特有の災害に備える
✓ 他地域への出前授業

大雪時の災害が
イメージできない・・・

⇩
専門家の助言を受けて
災害のイメージを高めた

3代目チーム



新潟地方気象台・新潟大学・津南町・栄村

役場・からの支援と地域住民の参加

予告なし・余震あり
シェイクアウト訓練

小学校区ごとに想定

長野県北部地震を教訓に

町役場と専門家
からの講評

雪害や防災の専門家と連携したことにより、実践的な防災学習が実現



探究活動：「マイプロジェクトアワード」「高校生国際シンポジウム」へ参加

伝える・備える大切さを強調

※成果も継承

地域と学校が連携して備えるために



行動する

小中学校への出前授業

先輩から
バトンタッチ
された活動を
充実させる

町内の避難訓練で発表
＆意識調査

生徒作成の発表資料より

防災意識が高い
小学生が入学

4代目チーム



生徒作成の発表資料より

大雪時の大地震に備える



NEXUS ＝ つながり

つながる

知る

備える

防災を通して町の人たち・私たちでつながる

行動する

伝える

４代目マイプロ発表資料より※5代目チーム以降は、非常食やペットの防災などをテーマに活動



教科「英語」の授業３コマを使って
実践的な言語活動と実践的な防災学習

防災（地震）と外国語教育の融合にチャレンジ



実践内容が文科省の手引きに掲載されています

〈引用文献〉文部科学省 (2024)『実践的な防災教育の手引き（中学校・高等学校編）』



新潟高等学校での防災学習

※授業風景の写真があれば使う

分析結果は2025 JpGU（日本地球惑星科学連合）で発表！

題目「高校生の防災リテラシーを高める外国語教育と防災教育の融合」
筆者 松井市子（新潟県立新潟高等学校）

永田俊光（気象庁新潟地方気象台、防災科学技術研究所）
小田隆史（東京大学、防災科学技術研究所）

令和６年年度１年生の全クラスで実践



ご静聴ありがとうございました

津南中等教育学校で学び・経験したことを次につなげる！
～能登半島地震の被災地でボランティア活動に参加～

※卒業生 樋口はなさん（金沢大学）



地震防災教育プログラム『緊急地震速報を利用した「生きる力」を高める防災教育の実践』（2013）

【防災教育】知る→備える→行動する
【外国語教育】知る→想定する→評価する

「地震アンケート」
（英語版）

知る☛緊急地震速報リーフレット
（英語版）
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